
  

2011年２月10日

アクサ生命保険株式会社

  

 
  

  

2010年度第３四半期末（2010年４月１日～2010年12月31日）の業績をお知らせします。 

  

  

 
  

  

注：アクサ生命保険株式会社とアクサ フィナンシャル生命保険株式会社は、2009年10月１日付で合併しました。こ
の資料の2009年度４月～９月期の業績については、アクサ フィナンシャル生命の数値は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

本件に関するお問い合わせ先： 

アクサ生命保険株式会社 広報部 

TEL: 03-6737-7140   FAX: 03-6737-5964 

2010年度第３四半期末業績のお知らせ
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（注）1.個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任 

準備金を合計したものです。（ただし、変額個人年金保険の年金支払開始前契約については、基本保険金額（既払込 

保険料相当額）を計上しています。） 

2.団体年金保険については、責任準備金の金額です。 
  

 

 
（注）1.件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。 

2.新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。（ただし、変額個人年金 

保険については、初回保険料相当額を計上しています。） 

3.新契約の団体年金保険の金額は第１回収入保険料です。 

  

 

 
  

 

 
（注）1.年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、1年あたりの保険料に換算 

した金額です。（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額） 

2.「うち医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定疾 

病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするもの 

を含む。）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。 

  

１．主要業績

(1)保有契約高及び新契約高

保有契約高 （単位：千件、億円、％）

区 分

2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

件数 金額
件数 金額

前年度末比 前年度末比

個人保険 3,671 99.8 132,785 97.8 3,679 135,829

個人年金保険 334 99.1 17,912 99.4 337 18,016

団体保険 ― ― 53,927 90.9 ― 59,296

団体年金保険 ― ― 6,622 96.8 ― 6,842

新契約高 （単位：千件、億円、％）

区 分

2009年度第３四半期累計期間 2010年度第３四半期累計期間

件数
金額 件数 金額

新契約
転換によ
る純増加

前年
同期比

前年 
同期比

新契約
転換によ
る純増加

個人保険 228 9,610 9,599 11 231 101.3 9,063 94.3 9,050 13

個人年金保険 3 132 195 △ 63 8 282.5 592 447.9 631 △38

団体保険 ― 278 278 ― ― ─ 92 33.3 92 ―

団体年金保険 ― 0 0 ― ― ─ 0 60.8 0 ―

(2)年換算保険料

保有契約 （単位：百万円、％）

区 分
2010年度第３四半期会計期間末

2009年度末
前年度末比

個人保険 402,980 97.5 413,342

個人年金保険 193,925 100.9 192,154

合 計 596,905 98.6 605,496

うち医療保障・生前給付保障等 201,456 98.6 204,347

新契約 （単位：百万円、％）

区 分 2009年度第３四半期累計期間
2010年度第３四半期累計期間

前年同期比

個人保険 26,287 24,811 94.4

個人年金保険 8,562 27,962 326.6

合 計 34,849 52,773 151.4

うち医療保障・生前給付保障等 12,737 11,486 90.2
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（単位：百万円、％） 

 
(注) 1.不動産については土地・建物を合計した金額を計上しています。 

2.外国証券（株式等）には外国投資信託（債券型）を含んでおり、その金額は2010年度第３四半期会計期間末では

1,489,142百万円です。（2009年度末1,418,053百万円） 

  

２．資産運用の実績（一般勘定）

(1)資産の構成

区 分
2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

金額 占率 金額 占率

現預金・コールローン 84,831 1.7 123,836 2.6

買現先勘定 ― ― ― ―

債券貸借取引支払保証金 24,447 0.5 27,912 0.6

買入金銭債権 927 0.0 927 0.0

商品有価証券 ― ― ― ―

金銭の信託 271,299 5.4 529,387 10.9

有価証券 4,335,714 86.5 3,868,401 79.7

公社債 2,307,365 46.1 1,863,029 38.4

株式 49,439 1.0 57,352 1.2

外国証券 1,974,839 39.4 1,944,123 40.0

公社債 385,218 7.7 414,726 8.5

株式等 1,589,621 31.7 1,529,397 31.5

その他の証券 4,070 0.1 3,895 0.1

貸付金 149,048 3.0 155,370 3.2

不動産 4,812 0.1 4,713 0.1

繰延税金資産 57,114 1.1 61,840 1.3

その他 86,172 1.7 87,891 1.8

貸倒引当金 △ 4,520 △ 0.1 △ 4,519 △ 0.1

合 計 5,009,847 100.0 4,855,761 100.0

うち外貨建資産 124,249 2.5 141,069 2.9
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（単位：百万円） 

 
（注）1.本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。 

2.金銭の信託を本表は含んでいません。 

  

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。 

（単位：百万円） 

 
  

(2)有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

区 分

2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価
差損益

差益 差損 差益 差損

満期保有目的の
債券

399,296 434,310 35,013 37,631 2,618 186,765 195,925 9,159 9,357 197

責任準備金対応
債券

546,977 575,650 28,672 28,672 ― 503,102 510,442 7,340 8,131 791

子 会 社・関 連 会
社株式

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他有価証券 3,292,572 3,386,508 93,936 103,520 9,584 3,055,764 3,175,407 119,643 137,598 17,954

公社債 1,528,988 1,578,767 49,779 50,607 828 1,413,388 1,417,958 4,569 12,816 8,246

株式 33,981 48,890 14,908 16,630 1,721 41,904 56,412 14,508 17,321 2,813

外国証券 1,727,682 1,757,148 29,465 36,282 6,816 1,598,550 1,699,326 100,775 107,460 6,684

公社債 162,033 167,540 5,507 6,412 904 158,509 169,928 11,419 11,515 95

株式等 1,565,649 1,589,607 23,958 29,870 5,911 1,440,041 1,529,397 89,356 95,944 6,588

その他の証券 919 775 △144 0 145 919 782 △ 137 0 138

買入金銭債権 1,000 927 △73 ― 73 1,000 927 △  73 ― 73

譲渡性預金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

合 計 4,238,846 4,396,469 157,622 169,824 12,202 3,745,632 3,881,775 136,143 155,087 18,943

公社債 2,257,585 2,351,794 94,209 95,037 828 1,858,459 1,865,865 7,405 16,444 9,038

株式 33,981 48,890 14,908 16,630 1,721 41,904 56,412 14,508 17,321 2,813

外国証券 1,945,359 1,994,081 48,722 58,156 9,434 1,843,347 1,957,787 114,439 121,321 6,881

公社債 379,710 404,474 24,763 28,286 3,522 403,306 428,389 25,083 25,376 293

株式等 1,565,649 1,589,607 23,958 29,870 5,911 1,440,041 1,529,397 89,356 95,944 6,588

その他の証券 919 775 △144 0 145 919 782 △ 137 0 138

買入金銭債権 1,000 927 △73 ― 73 1,000 927 △  73 ― 73

譲渡性預金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

区 分 2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

満期保有目的の債券 ― ―

非上場外国債券 ― ―

その他 ― ―

責任準備金対応債券 ― ―

子会社・関連会社株式 ― ―

その他有価証券 3,857 4,052

非上場国内株式 
（店頭売買株式を除く）

549 939

非上場外国株式 
（店頭売買株式を除く）

0 0

非上場外国債券 ― ―

その他 3,308 3,112

合 計 3,857 4,052
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（単位：百万円） 

 
  

該当ありません。 

  

（単位：百万円） 

 
  

(3)金銭の信託の時価情報

区 分

2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

貸借 
対照表 
計上額

時価
差損益 貸借

対照表 
計上額

時価
差損益

差益 差損 差益 差損

金銭の信託 271,299 292,128 20,828 20,828 ― 529,387 550,087 20,699 20,699 ―

・運用目的の金銭の信託

・満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託

区 分

2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価
差損益

差益 差損 差益 差損

満期保有目的の
金銭の信託

222,799 243,627 20,828 20,828 ― 459,989 480,688 20,699 20,699 ―

責任準備金対応
の金銭の信託

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の金銭の
信託

49,922 48,500 △ 1,421 4,642 6,064 69,150 69,398 247 7,177 6,930
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（単位：百万円）

 
  

３．四半期貸借対照表

期別

科目

2010年度 
第３四半期 
会計期間末

2009年度末 
要約貸借対照表

期別

科目

2010年度 
第３四半期 
会計期間末

2009年度末 
要約貸借対照表

(2010年12月31日現在) (2010年３月31日現在) (2010年12月31日現在) (2010年３月31日現在)

金額 金額 金額 金額

（資産の部） (負債の部)

現金及び預貯金 30,172 49,865 保険契約準備金 4,509,020 4,470,220

コールローン 60,378 80,556 支払備金 43,980 43,179

債券貸借取引支払保証金 24,447 27,912 責任準備金 4,448,429 4,409,415

買入金銭債権 927 927 契約者配当準備金 16,611 17,625

金銭の信託 271,299 529,387 代理店借 1,077 2,561

有価証券 4,942,428 4,441,117 再保険借 1,210 1,811

（うち国債） （2,260,993） （1,815,502） その他負債 833,403 670,685

（うち地方債） （6,385） （6,080） 未払法人税等 192 257

（うち社債） （39,985） （41,446） リース債務 40 23

（うち株式） （49,439） （57,352） 資産除去債務 1,196 ―

（うち外国証券） （2,044,285） （2,022,204） その他の負債 831,973 670,404

貸付金 149,048 155,370 退職給付引当金 37,634 37,107

保険約款貸付 79,614 77,875 役員退職慰労引当金 864 968

一般貸付 69,434 77,495 価格変動準備金 22,658 20,870

有形固定資産 5,040 4,968 負債の部合計 5,405,868 5,204,224

無形固定資産 6,827 5,789 （純資産の部）

代理店貸 3,044 3,016 資本金 60,500 60,500

再保険貸 830 1,248 資本剰余金 43,312 43,312

その他資産 81,119 84,328 資本準備金 25,677 25,677

繰延税金資産 57,114 61,840 その他資本剰余金 17,634 17,634

貸倒引当金 △ 4,520 △ 4,519 利益剰余金 59,458 36,440

利益準備金 14,311 ―

その他利益剰余金 45,147 36,440

繰越利益剰余金 45,147 36,440

株主資本合計 163,271 140,252

その他有価証券評価差額金 59,015 97,465

繰延ヘッジ損益 ― △ 135

評価・換算差額等合計 59,015 97,330

純資産の部合計 222,286 237,583

資産の部合計 5,628,155 5,441,808 負債及び純資産の部合計 5,628,155 5,441,808

 5 



（単位：百万円） 

 
  

４．四半期損益計算書

期別

科目

2009年度
第３四半期累計期間
(2009年４月１日から
2009年12月31日まで)

2010年度 
第３四半期累計期間
(2010年４月１日から
2010年12月31日まで)

金額 金額

経常収益 694,905 629,604

保険料等収入 407,438 471,065

（うち保険料） （404,267） （468,728）

資産運用収益 148,624 155,227

（うち利息及び配当金等収入） （58,155） （66,198）

（うち金銭の信託運用益） （8,648） （5,576）

（うち有価証券売却益） （41,877） （66,662）

（うち金融派生商品収益） （6,541） （16,164）

（うち特別勘定資産運用益） （33,327） （―）

その他経常収益 138,842 3,311

経常費用 639,518 531,621

保険金等支払金 537,258 363,256

（うち保険金） （56,267） （59,610）

（うち年金） （34,668） （38,089）

（うち給付金） （95,202） （86,856）

（うち解約返戻金） （161,550） （153,814）

（うちその他返戻金） （181,518） （15,433）

責任準備金等繰入額 22 39,840

支払備金繰入額 ― 800

責任準備金繰入額 ― 39,013

契約者配当金積立利息繰入額 22 25

資産運用費用 27,011 49,952

（うち支払利息） （308） （644）

（うち有価証券売却損） （11,595） （8,540）

（うち有価証券評価損） （10,630） （327）

（うち特別勘定資産運用損） （―） （18,652）

事業費 69,925 72,450

その他経常費用 5,300 6,121

経常利益 55,387 97,983

特別利益 326 ―

固定資産等処分益 3 ―

貸倒引当金戻入額 214 ―

その他特別利益 107 ―

特別損失 2,985 2,764

固定資産等処分損 216 62

価格変動準備金繰入額 1,675 1,788

その他特別損失 1,092 914

契約者配当準備金繰入額 7,363 6,876

税引前四半期純利益 45,365 88,341

法人税及び住民税 196 192

法人税等調整額 11,741 △ 6,425

法人税等合計 11,938 △ 6,232

四半期純利益 33,427 94,574
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注記事項

(四半期貸借対照表及び株主資本等変動計算書関係）

2010年度第３四半期会計期間末

１．重要な会計処理の原則及び手続の変更

（表示の変更）

当第３四半期累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（2008年３月31日 企業会計基準第18号）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（2008年３月31日 企業会計基準適用指針第21号）を適用しております。 

これに伴い、有形固定資産が266百万円増加し、資産除去債務が1,196百万円計上されております。また、経常利益が

25百万円減少し、税引前四半期純利益が930百万円減少しております。

２．簡便的な会計処理及び四半期特有の会計処理

（1）貸倒引当金の計上方法

債権等に係る貸倒引当金については、当中間会計期間末に算定したものと著しい変動がないと認められるため、

当中間会計期間末の貸倒引当金を計上しております。

（2）繰延税金資産の回収可能性の判断

繰延税金資産の回収可能性の判断については、当中間会計期間末以降に経営環境等に著しい変化がないと認め

られるため、当中間会計期間末において使用した将来の業績予測の結果を用いております。

３．消費貸借契約により貸し付けている有価証券の四半期貸借対照表価額は、789,000百万円であります。

４．契約者配当準備金の異動状況は、次のとおりであります。

前年度末現在高 17,625百万円

当第３四半期累計期間契約者配当金支払額 7,917百万円

利息による増加等 25百万円

契約者配当準備金繰入額 6,876百万円

当第３四半期会計期間末現在高 16,611百万円

５．担保に供されている資産の額は、有価証券103,954百万円であります。また、担保付き債務の額は２百万円であります。

６．発行済株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

当第３四半期会計期間末株式数

発行済株式

普通株式 210,700

合   計 210,700

７．配当金支払額

（1）2010年６月11日の取締役会において、以下のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

①配当金の総額 17,500百万円

②１株当たり配当額 83,056円48銭

③基準日 2010年３月31日

④効力発生日 2010年６月29日

（2）2010年12月10日の取締役会において、以下のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

①配当財産の種類 日本国債及びその経過利息

②配当財産の帳簿価額 54,055百万円

③１株当たり配当額 256,553円75銭

④基準日 2010年９月30日

⑤効力発生日 2010年12月10日
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2010年度第３四半期会計期間末

 

８．株主資本の金額の著しい変動

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金
株主資本

合計

前期末残高 60,500 43,312 36,440 140,252

当第３四半期会計期間末までの変動額

剰余金の配当

（うち当第３四半期累計期間配当）

△ 71,555

（△ 54,055）

△ 71,555

（△ 54,055）

四半期純利益 94,574 94,574

当第３四半期会計期間末までの変動額合計 ― ― 23,018 23,018

当第３四半期会計期間末残高 60,500 43,312 59,458 163,271

（四半期損益計算書関係）

2010年度第３四半期累計期間

１株当たり四半期純利益は448,857円72銭であります。
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（単位：百万円） 

 
（注）1.2009年度第３四半期累計期間における金銭の信託運用益のうち、9,208百万円はインカム・ゲインに係るものであるた

め、「基礎利益」に含めて記載しております。 

2.2010年度第３四半期累計期間における金銭の信託運用益のうち、5,552百万円はインカム・ゲインに係るものであるた

め、「基礎利益」に含めて記載しております。 

3.2009年度第３四半期累計期間におけるその他運用費用のうち、１百万円はキャピタル・ロスに係るものであるため、 

「その他キャピタル費用」に含めて記載しております。 

4.2010年度第３四半期累計期間におけるその他運用費用のうち、990百万円はキャピタル・ロスに係るものであるため、 

「その他キャピタル費用」に含めて記載しております。 

5.2009年度第３四半期累計期間における有価証券売却損及び為替差損のうち、209百万円及び3,684百万円は外貨 

建保険商品に係る為替関係損益に相当するため、「基礎利益」に含めて記載しております。 

6.2010年度第３四半期累計期間における有価証券売却損及び為替差損のうち、226百万円及び7,379百万円は外貨建 

保険商品に係る為替関係損益に相当するため、「基礎利益」に含めて記載しております。 

５．経常利益等の明細（基礎利益）

2009年度
第３四半期累計期間

2010年度
第３四半期累計期間

基礎利益 Ａ 30,414 36,959

キャピタル収益 48,419 82,850

金銭の信託運用益 ― 23

売買目的有価証券運用益 ― ―

有価証券売却益 41,877 66,662

金融派生商品収益 6,541 16,164

為替差益 ― ―

その他キャピタル収益 ― ―

キャピタル費用 22,819 22,393

金銭の信託運用損 559 ―

売買目的有価証券運用損 ― ―

有価証券売却損 11,385 8,313

有価証券評価損 10,630 327

金融派生商品費用 ― ―

為替差損 241 12,761

その他キャピタル費用 1 990

キャピタル損益 Ｂ 25,600 60,457

キャピタル損益含み基礎利益 Ａ＋Ｂ 56,014 97,416

臨時収益 ― 580

再保険収入 ― ―

危険準備金戻入額 ― 580

その他臨時収益 ― ―

臨時費用 626 14

再保険料 ― ―

危険準備金繰入額 626 ―

個別貸倒引当金繰入額 ― 14

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ―

貸付金償却 ― ―

その他臨時費用 ― ―

臨時損益 Ｃ △ 626 566

経常利益 Ａ＋Ｂ＋Ｃ 55,387 97,983
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（単位：百万円） 

 
（注）1.上記は、保険業法施行規則第86条、第87条及び1996年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しています。（全期チ

ルメル式責任準備金相当額超過額は告示第50号第１条第３項第１号に基づいて算出しています。） 

2.最低保証リスク相当額の算出に際しては、標準的方式を用いています。 

  

６．ソルベンシー・マージン比率

項   目
2010年度

第３四半期会計期間末
2009年度末

ソルベンシー・マージン総額 (Ａ) 507,483 471,430

資本金等 163,271 122,752

価格変動準備金 22,658 20,870

危険準備金 36,671 37,252

一般貸倒引当金 16 15

その他有価証券の評価差額×90％(マイナスの場合100％) 83,263 107,901

土地の含み損益×85％(マイナスの場合100％) 1,080 1,080

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 170,256 168,207

負債性資本調達手段等 ― ―

控除項目 ― ―

その他 30,265 13,348

リスクの合計額 (Ｂ) 86,715 86,804

保険リスク相当額 Ｒ1  12,148 12,519

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 7,806 7,979

予定利率リスク相当額 Ｒ2 16,503 16,688

資産運用リスク相当額 Ｒ3 59,143 58,897

経営管理リスク相当額 Ｒ4 2,044 2,054

最低保証リスク相当額 Ｒ7 6,638 6,646

ソルベンシー・マージン比率

1,170.4％ 1,086.1％(Ａ)
×100

(1／2)×(Ｂ)
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（単位：百万円） 

 
（注）個人変額年金保険の特別勘定資産残高には、株価指数連動追加年金付予定利率市場連動型年金保険の追加年金部分

の特別勘定資産が含まれています。 

  

（単位：千件、百万円） 

 
  

（単位：千件、百万円） 

 
  

該当ありません。 

  

７．特別勘定の状況

(1)特別勘定資産残高の状況

区 分 2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

個人変額保険 134,757 136,054

個人変額年金保険 490,362 460,338

団体年金保険 ― ―

特別勘定計 625,120 596,392

(2)保有契約高

・個人変額保険

区 分
2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

件数 金額 件数 金額

変額保険（有期型） 91 1,224,792 89 1,132,153

変額保険（終身型） 129 880,678 135 925,326

合 計 221 2,105,470 225 2,057,479

・個人変額年金保険

区 分
2010年度第３四半期会計期間末 2009年度末

件数 金額 件数 金額

個人変額年金保険 95 557,918 90 520,655

合 計 95 557,918 90 520,655

８．保険会社及びその子会社等の状況

 11 



  

アクサ生命は、2010年度第３四半期会計期間、債務担保証券（CDO）の実現益を9,500万円（税金考慮前）計上して

います。そのうち、サブプライムローンのエクスポージャーによる収益に与える影響は限定的です。 

なお、2010年度第３四半期会計間末（2010年12月末）時点のサブプライムローンのエクスポージャーは、ABS-CDOを

通じて6,000万円、ファンドを通じて17億円をエクスポージャーとして保有しておりますが、総資産に占める割合は僅少

です。金融安定化フォーラム（FSF）のガイドラインを踏まえた証券化商品等への投資の状況は以下のとおりです。 

  

（2010年度第３四半期会計期間末管理会計ベース）

  

（単位：百万円） 

 
(＊１) 日本国債を裏付資産とする証券化商品(債券)を１銘柄保有しております。 

外部格付は付与されておりません。 

  

（単位：百万円） 

 
（＊２） シニア及びメザニンの区分が不明瞭であるため合算で記載しております。 

  

＜参考資料＞

証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況

1.特別目的事業体（SPEｓ）一般

時価 含み損益 実現損益

特別目的事業体 885 △ 114 ―

ABCP
― ― ―

うち当社が組成するSPEs ― ― ―

SIV
― ― ―

うち当社が組成するSPEs ― ― ―

その他 
(＊１)

885 △ 114 ―
うち当社が組成するSPEs ―   ― ―

2.債務担保証券（CDO）

時価 含み損益 実現損益

債務担保証券（CDO） 22,746 6,733 95

ABS- 
CDO

11,834 6,810 94

シニア及びメザニン(＊２) 1,571 1,330 63

うちサブプライム・Alt-A エクスポージャー 60 16 ―

エクイティ 10,262 5,480 31

うちサブプライム・Alt-A エクスポージャー 0 0 ―

CLO

10,912 △ 77 1

シニア 10,912 △ 77 1

メザニン ― ― ―

エクイティ ― ― ―

CBO

― ― ―

シニア ― ― ―

メザニン ― ― ―

エクイティ ― ― ―

その他

― ― ―

シニア ― ― ―

メザニン ― ― ―
エクイティ ― ― ―
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（単位：百万円） 

 
（＊３）時価17億円のファンドへの投資です。 

  

該当ありません。 

  

該当ありません。 

  

(1)当社が投資する投資信託内において個別企業の信用リスクを参照するクレジットデフォルトスワップ（大部分が

投資適格格付）を保有しておりますが、証券化商品を参照債務とするものは保有しておりません。 

(2)投資信託については、原則、開示の対象から除いております。 

  

3.その他のサブプライム・Alt-Aエクスポージャー

時価 含み損益 実現損益

その他サブプライム・Alt-A エクスポージャー 1,704 423 △ 805

証券化されていないローン ― ― ―

RMBS ― ― ―

デリバティブ ― ― ―

コミットメントライン ― ― ―
その他（＊３） 1,704  423 △ 805

4.商業用不動産担保証券（CMBS）

5.レバレッジド・ファイナンス

その他の事項
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